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本
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は
廣
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け
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學
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究
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の
普
及
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園
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目
蝕
と
す
る

一
、
右
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目
舶
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

O
　
倉
誌
「
哲
學
研
究
」
を
螢
行
ず
る

目
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
圏
く

㈱
　
随
時
研
究
會
を
開
く

一
、
本
丁
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
官
及
び
委
員
會
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
蝿
す
る

一
、
本
四
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
魯
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

一
、
本
會
は
會
員
平
織
と
し
愈
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
三
校
・
乱
書
館
・
其
他
の
圏
饅
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、
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ん
、
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